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町
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
運
行

を
ス
タ
ー
ト
し
た
、
す
ま
い
る
バ

ス
と
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
見
直

し
は
、
鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
に
基
づ
く
３
年
間
の

試
験
（
実
証
）
運
行
の
中
で
行
わ

れ
る
も
の
で
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
見
直
し
案
は
、
次
の
４

つ
の
方
向
性
と
４
つ
の
具
体
案
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
乗
り
継
ぎ
を
な
く
す
路
線
へ
の

変
更

②
均
一
運
賃
な
ど
、
高
齢
者
に
分
か

り
や
す
い
運
賃
体
系
の
導
入

③
利
用
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

の
設
定

④
費
用
対
効
果
や
利
用
状
況
に
見

合
っ
た
路
線
へ
の
転
換

す
ま
い
る
バ
ス
ま
ち
な
か
線
の

ル
ー
ト
を
、
現
在
の
往
復
運
行
か

ら
周
回
運
行
に
変
更
。〝
倉
坂
・
古

門
・
猪
倉
回
り
〟
と
〝
泉
水
・
永
谷
・

神
崎
回
り
〟
を
１
台
で
１
日
７
便

運
行
し
ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
右
図
）。

ま
ち
な
か
線
〝
倉
坂
・
古
門
・

猪
倉
回
り
〟
は
、
く
ら
じ
の
郷
か

ら
倉
坂
、
古
門
、
木
月
、
上
木
月
、

弥
生
、
猪
倉
、
大
池
な
ど
を
通
る

ル
ー
ト
で
、
沿
線
の
利
用
者
が
、

鞍
手
駅
や
中
央
公
民
館
、
く
ら
じ

の
郷
な
ど
へ
直
接
行
け
る
便
を
確

保
し
ま
す
。

〝
泉
水
・
永
谷
・
神
崎
回
り
〟
は
、

く
ら
じ
の
郷
か
ら
泉
水
、
永
谷
、

七
ヶ
谷
、
六
反
田
、
神
崎
、
新
延

本
村
な
ど
を
通
る
ル
ー
ト
で
、
沿

線
の
利
用
者
が
、
鞍
手
駅
や
役
場
、

中
央
公
民
館
、
町
立
病
院
な
ど
へ

直
接
行
け
る
便
を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
す
ま
い
る
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
の
う
ち
、
町
立
病
院
か
ら

中
央
公
民
館
ま
で
の
間
を
県
道
直

方
・
鞍
手
線
を
通
る
ル
ー
ト
に
変

更
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、「
中
本

町
」
バ
ス
停
を
移
動
し
ま
す
。

な
お
、
ま
ち
な
か
線
運
行
ル
ー

ト
の
変
更
に
伴
い
、
も
や
い
タ
ク

シ
ー
古
門
線
と
泉
水
線
は
一
時
休

止
と
し
ま
す
。

ま
ち
な
か
線
を
周
回
運
行
に
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
距
離
別
で

運
賃
を
決
め
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
こ
と
か
ら
、
み
や
わ
か
線
を
含

め
て
、
一
律
２
０
０
円
の
均
一
運

賃
を
導
入
し
ま
す
（
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
や
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
半
額
の
１
０
０

円
）。
こ
れ
に
伴
い
、
運
賃
は
乗
車

の
と
き
に
支
払
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、現
在
の
距
離
別
運
賃
で
、

最
も
安
い
場
合
が
１
６
０
円
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
回
数
券
の
プ
レ
ミ

ア
ム
（
上
乗
せ
部
分
）
を
現
在
の

１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
し
ま

す
（
１
千
円
で
１
千
２
０
０
円
分

の
乗
車
が
可
能
）。

な
お
、
75
歳
以
上
の
運
賃
割
引

や
定
期
券
、
フ
リ
ー
パ
ス
券
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
運
用
開

始
を
目
標
に
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

も
や
い
タ
ク
シ
ー
長
谷
線
は
継

続
し
、
鞍
手
車
庫
や
鞍
手
町
立
病

院
ま
で
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
予

約
の
期
限
を
出
発
の
１
時
間
前
ま

で
と
し
ま
す
。
運
賃
は
、
く
ら
じ

の
郷
ま
で
を
２
０
０
円
と
し
、
そ

れ
以
降
の
停
留
所
ま
で
の
運
賃
は
、

経
費
や
、
す
ま
い
る
バ
ス
運
賃
と

の
公
平
性
を
考
え
て
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
く
ら
じ
の
郷
か
ら
、
す
ま

い
る
バ
ス
に
乗
り
継
い
だ
場
合
は
、

乗
り
つ
ぎ
割
引
券
（
１
０
０
円
の

割
引
券
）
を
発
行
し
ま
す
。

西
鉄
バ
ス
中
山
・
中
間
線
の
う

ち
、
中
間
系
統
（
69
番
線
）
の
平

す
ま
い
る
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
や
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
（
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
の
見
直
し
案
が

ま
と
ま
り
、
10
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
す
ま
い
る
バ
ス
ま
ち
な
か
線
の
周
回
運
行
や
一

律
２
０
０
円
の
均
一
運
賃
を
導
入
す
る
な
ど
、
今
ま
で
の
運
行
方
法
か
ら
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
見
直
し
案
は
、
７
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
素
案
で
あ
り
、
今
後
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

見
直
し
を
４
つ
の
方
向
性
と

具
体
案
で
取
り
ま
と
め

町
の
バ
ス
を
見
直
し
ま
す

す
ま
い
る
バ
ス
運
賃
を

２
０
０
円
均
一
に

２

ま
ち
な
か
線
を

往
復
運
行
か
ら
周
回
運
行
へ

１

見
直
し
の
方
向
性
は
…

見
直
し
の
具
体
案
は
…

中
山
・
中
間
線
（
中
間
系
統
）

へ
の
赤
字
補
て
ん
金
を
廃
止

４
も
や
い
タ
ク
シ
ー
長
谷
線
を

町
立
病
院
ま
で
延
長

３

試
験
運
行
２
年
目
が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ま
ち
な
か
線
を
往
復
運
行
か
ら
周
回
運
行
に
、
運
賃
を
２
０
０
円
均
一
に
。
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成
25
年
度
以
降
の
町
赤
字
補
て
ん

金
を
廃
止
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
①

町
内
で
の
中
間
系
統
の
ほ
と
ん
ど

の
運
行
ル
ー
ト
が
遠
賀
系
統
（
68

番
線
）
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
（
５

ペ
ー
ジ
下
図
）、
②
鞍
手
町
・
中
間

市
間
を
利
用
し
て
い
る
人
が
中
山

～
中
間
線
全
体
の
約
４
パ
ー
セ
ン

ト
（
平
成
23
年
度
調
査
で
１
日
26

人
）
と
、
ご
く
少
数
で
あ
る
こ
と
、

③
中
間
系
統
へ
の
西
鉄
バ
ス
へ
の

赤
字
補
て
ん
金
が
年
間
６
０
０
万

円
を
超
え
て
い
る
こ
と
（
平
成
23

年
度
実
績
）
な
ど
、
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
も
、
赤
字
補
て
ん
金
の

廃
止
は
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し

た
も
の
で
す
。

鞍
手
町
が
中
間
系
統
に
対
す
る

赤
字
補
て
ん
金
を
廃
止
し
た
場
合
、

経
営
上
、
西
鉄
バ
ス
が
同
路
線
を

廃
止
す
る
こ
と
が
確
実
な
こ
と
か

ら
、
沿
線
住
民
の
利
便
性
が
損
わ

れ
な
い
よ
う
、
す
ま
い
る
バ
ス
な

ど
代
替
交
通
へ
の
転
換
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

す
ま
い
る
バ
ス
み
や
わ
か
線
に

つ
い
て
は
、
運
行
ル
ー
ト
は
現
状

の
ま
ま
で
す
が
、
運
行
ダ
イ
ヤ
は

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
後
こ
の
見
直
し
案
は
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
や

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の
協
議
、

警
察
、
道
路
管
理
者
な
ど
関
係
機

関
と
の
調
整
後
に
決
定
さ
れ
、
10

月
１
日
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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六反田

七ヶ谷
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泉水
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鞍手
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くらじの郷
永瀬

新北
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筑前川端

神田入口

室木

長山

筑前中畑

筑前上畑

河童村入口

隠
谷

宮田病院前
本
城田

淵徳
城

宮田バス停

中
山

長谷中

長谷下

唐
ヶ
崎

すまいるバス
もやいタクシー

（平成 24 年 10 月 1 日現在・見直し案）

路線図

もやいタクシー
長谷線

【運行ルート】
長谷中～鞍手町立病院

【便数】
平日１日４便

（休日１日２便）
【運賃】

くらじの郷まで 200 円
※以降は検討中

京
の
上

中山口

中屋敷

不動院

立林

中山

鞍手町立病院

中山南区

鞍手局

唐ヶ崎

鞍手車庫

鞍手役場

山ヶ崎

中山西区

猪倉

弥生

古月保育園

石堀場

松隈

浪内

古門口

白水橋

木
月
口

上
木
月

直方市へ

直
方
市
へ

宗
像
市
へ 田

頭

中
間
市
へ

遠賀町へ

西鉄バス路線図

中山・中間線（遠賀系統）
中山・中間線（中間系統）
西川線

中山・中間線中間系統（69 番線）
は、町内の中山口バス停から、古
月保育園バス停まで、遠賀系統

（68 番線）と同じ区間を運行して
いる。平日１日の運行便数は、中
間系統が 12 往復、遠賀系統が 29
往復（鞍手車庫止まりを含む）。

（平成 24 年８月 1 日現在）

すまいるバス 
まちなか線

【運行ルート】
倉坂・古門・猪倉回り
泉水・永谷・神崎回り

【便数】
平日１日７便

（休日１日５便）
【運賃】

200 円均一運賃

すまいるバス
みやわか線

【運行ルート】
宮田バス停～鞍手駅

【便数】
平日１日７往復

（休日１日６往復）
【運賃】

200 円均一運賃

すまいるバスみやわか線
すまいるバスまちなか線（泉水・永谷・神崎回り）
すまいるバスまちなか線（倉坂・古門・猪倉回り）
もやいタクシー長谷線
バス停新設個所

●お問い合わせ　詳しいことは、役場企画財政課地域振興班　☎ 42 局 2111 番（内線 343 番）までお尋ねください


